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秋
田
焼
山
（
標
高
１
３
６
６
ｍ
）
は
秋
田
県

鹿
角
市
と
仙
北
市
の
境
に
あ
る
直
径
７
㎞

の
火
山
で
あ
る
。
山
頂
の
中
央
部
に
は
直
径
約
６

０
０
ｍ
の
火
口
が
あ
り
、
溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
湯
沼
、
空
沼
と
い
っ
た
火
口
湖
が
あ

り
、
山
頂
付
近
で
は
噴
気
活
動
も
見
ら
れ
る
。

有
史
以
降
、
秋
田
焼
山
で
は
水
蒸
気
噴
火
が
断

続
的
に
発
生
し
て
い
る
。
１
９
４
９
年
に
空
沼
で

起
き
た
水
蒸
気
噴
火
で
は
、
火
砕
物
が
降
り
、
泥

流
が
発
生
し
た
。
１
９
８
６
年
に
は
火
山
ガ
ス
を

吸
っ
た
観
光
客
１
名
が
死
亡
し
て
い
る
。

１
９
９
７
年
５
月
に
は
秋
田
焼
山
の
北
東
約
４

㎞
に
あ
る
澄
川
温
泉
の
裏
山
で
地
す
べ
り
と
水
蒸

気
爆
発
が
発
生
し
、
宿
泊
施
設
が
破
壊
さ
れ
た
。

こ
の
時
に
発
生
し
た
土
石
流
に
よ
り
、下
流
に
あ
っ

た
赤
川
温
泉
の
宿
も
流
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
、
宿

泊
客
や
従
業
員
は
事
前
に
避
難
し
て
い
た
た
め
、

全
員
無
事
で
あ
っ
た
。
同
年
８
月
に
は
、
空
沼
で

水
蒸
気
噴
火
が
あ
り
、
泥
流
が
発
生
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に

は
、
山
頂
の
南
南
西
約
10
㎞
で
地
震
活
動
が
活
発

化
し
た
。

秋
田
焼
山
の
周
辺
に
は
多
く
の
温
泉
が
あ
る
。

西
麓
の
玉
川
温
泉
は
１
カ
所
か
ら
毎
分
９
０
０
０

リ
ッ
ト
ル
と
い
う
日
本
一
の
湧
出
量
と
、
日
本
一

の
強
酸
性
の
温
泉
水
を
誇
っ
て
お
り
、
病
後
の
療

養
や
治
療
目
的
で
長
期
滞
在
す
る
湯
治
客
も
多

く
、
岩
盤
浴
場
が
あ
る
温
泉
と
し
て
も
有
名
で
あ

る
。

「日本一」の温泉を育む山

秋田焼山全景（気象庁撮影）

秋田焼山
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により噴火予報 （噴火警戒レベル 1、活火山であることに留意）が発表中
である（平成 28 年 6 月 25 日現在）。

秋田焼山
あきたやけやま

Vol. 38

秋田県
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熊
本
地
震
の
概
要

地
震
の
概
要

４
月
14
日
21
時
26
分
、
熊
本
県
熊
本

地
方
に
お
い
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

５
の
地
震
が
発
生
し
、
熊
本
県
益
城
町

で
震
度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。
ま
た
、

16
日
１
時
25
分
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
の
地
震
が
発
生
し
、
益
城
町
及

び
西
原
村
で
震
度
７
を
、
熊
本
県
を
中

心
に
そ
の
他
九
州
地
方
の
各
県
で
も
強

い
揺
れ
を
観
測
し

ま
し
た
。
震
度
７

の
地
震
が
同
一
地

域
で
連
続
し
て
発

生
す
る
の
は
震
度

７
が
設
定
さ
れ
た

１
９
４
９
年
以
降

初
め
て
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
の
地

震
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
も
熊
本
県

か
ら
大
分
県
に
か

け
て
地
震
活
動
が

活
発
な
状
態
と
な

り
、
７
月
14
日
ま

で
に
、
震
度
７
を

２
回
、
震
度
６
強

を
２
回
、
震
度
６

弱
を
３
回
、
震
度

５
強
を
４
回
、
震

度
５
弱
を
８
回
観

測
す
る
な
ど
、
震
度
１
以
上
を
観
測
し

た
地
震
は
合
計
１
８
８
８
回
発
生
し
ま

し
た
。
地
震
発
生
か
ら
２
ヶ
月
程
度
経

過
し
た
６
月
中
旬
に
も
、
震
度
５
弱
の

地
震
が
発
生
（
６
月
12
日
）
す
る
な
ど

地
震
活
動
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

被
害
の
概
要

熊
本
地
震
の
人
的
被
害
は
、
７
月
14

日
時
点
で
、
死
者
55
人
、
負
傷
者
１
８

１
４
人
。
熊
本
県
内
で
は
、
地
震
後

熊本県のシンボル「熊本城」も
大きな被害を受けました。

益城町では約三千件の家屋が全壊と判定されました。
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に
は
18
万
人
を
超
え
る
方
々
が
避
難

し
、
７
月
13
日
現
在
も
約
４
７
０
０
人

の
方
々
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
物
的
被
害
は
、
全
壊
約
８
３
０
０

棟
、
住
家
被
害
計
が
16
万
棟
。
加
え
て
、

最
大
約
45
万
戸
断
水
、
約
48
万
戸
停
電
、

約
11
万
戸
ガ
ス
供
給
停
止
と
な
り
、
交

通
網
も
道
路
・
鉄
道
・
空
路
が
一
時
不

通
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

政
府
の
対
応

対
応
体
制

政
府
は
、
４
月
14
日
21
時
26
分
の
地

震
発
生
直
後
に
総
理
官
邸
に
官
邸
対
策

室
を
設
置
し
、
緊
急
参
集
チ
ー
ム
を
招

集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
理
大
臣
か

ら
、「
①
早
急
に
被
害
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
、
②
地
方
自
治
体
と
も
緊
密
に
連

携
し
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
、
災
害
応

急
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
、
③

国
民
に
対
し
、
避
難
や
被
害
等
に
関
す

る
情
報
提
供
を
適
時
的
確
に
行
う
こ
と
」

と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
22
時
10
分

に
は
、
内
閣
府
に
河
野
防
災
担
当
大
臣

を
本
部
長
と
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
22
時
21
分
に
総
理
大
臣
出

席
の
下
で
第
１
回
非
常
災
害
対
策
本
部

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
地
の
被
害
状
況
を
詳
細

に
把
握
す
る
た
め
、
23
時
25
分
に
内
閣

府
情
報
先
遣
チ
ー
ム
を
熊
本
県
庁
へ
派

遣
し
、
翌
朝
15
日
に
松
本
内
閣
府
副
大

臣
を
本
部
長
と
す
る
非
常
災
害
現
地
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
国
・
県
合

同
災
害
対
策
本
部
会
議
を
重
ね
て
開
催

す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
非
常
災
害
対

策
本
部
に
、
テ
レ
ビ
会
議
を
通
じ
て
県

知
事
や
現
地
対
策
本
部
長
も
参
加
し
、

地
方
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
て
応
急
対

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
17
日

に
は
熊
本
地
震
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
被
災
者
の
方
々
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
生
活
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

 物
資
供
給

16
日
１
時
25
分
の
地
震
発
生
後
は
、

テ
レ
ビ
会
議
で
大
臣
と
県
知
事
が
会
談

し
、
現
地
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
県
知
事
か
ら
、
物
資
供
給
に

つ
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
て
国
で

行
う
こ
と
等
の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
５
時
に
内
閣

非常災害対策本部会議を、総理出席の下、連日開催しました。

地震による大規模な土砂崩れで阿蘇大橋が崩落し、死者も発生しました。
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府
に
物
資
調
達
・
輸
送
班
を
設

置
し
、
関
係
省
庁
が
集
ま
り
一

元
的
な
調
整
を
行
い
、
被
災
地

の
要
望
を
待
た
ず
し
て
物
資
を

調
達
・
搬
送
す
る
プ
ッ
シ
ュ
型

物
資
支
援
を
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
物
資
の
受
入
、
各
市
町

村
・
避
難
所
へ
の
配
送
に
あ
た
っ

て
は
、
計
画
で
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
県
施
設
が
被
災
の
た
め

使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
福

岡
県
久
山
町
や
佐
賀
県
鳥
栖
市

に
所
在
す
る
民
間
の
流
通
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
物
流
事
業
者
・

自
衛
隊
等
の
協
力
を
得
る
な
ど

の
工
夫
に
よ
り
搬
送
を

行
い
ま
し
た
。
４
月
17

日
か
ら
25
日
ま
で
で
、

食
料
約
２
０
４
万
食
、

下
着
・
マ
ス
ク
・
ト
イ

レ
関
連
用
品
等
の
多
数

の
生
活
用
品
を
供
給
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
を
活
用
し
、

避
難
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
４
月
26

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で

で
食
料
約
59
万
食
等
を

供
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、

民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
中
心
と

し
た
物
資
支
援
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

 避
難
者
支
援

熊
本
地
震
で
は
多
数
の
被
災

者
が
避
難
し
、
地
震
後
の
16
日

朝
に
は
避
難
者
数
が
18
万
人
に

上
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
方
々
が
避
難
さ
れ

た
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
被
災

自
治
体
に
お
い
て
避
難
所
運
営

担
当
者
等
が
直
ち
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、「
避
難
所
運

営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
避
難
所

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・
管

関係省庁・自衛隊・物流業者等が協力してプッシュ型物資支援を行い、各避難所へ物資を輸送しました。

日本通運
鳥栖流通センター

仕分け

関係団体
関係事業者
【品目】
食料

物資支援（食料）

物資支援（食料以外）

ヤマト運輸
ロジクロス福岡久山

（下着等）

関係団体
関係事業者

【品目】
水、育児用調製粉乳、
仮設トイレ・簡易トイレ・

便袋、トイレットペー
パー、紙おむつ（乳児・
大人）、毛布、下着

市
町
村
搬
入
拠
点

各避難所

自衛隊
トラック輸送

航空自衛隊

市
町
村
搬
入
拠
点※

海上自衛隊
熊本空港 オスプレイ

自衛隊
【品目】
備蓄食料

陸上自衛隊
分屯地

福岡市中央卸売

市場青果市場跡地
（水）

陸上自衛隊
分屯地

南阿蘇村
各避難所

自衛隊トラック輸送

南阿蘇村
白水運動公園 自衛隊

トラック輸送

各避難所

市町村・
物流事業者
トラック輸送

物流事業者トラック輸送

航空自衛隊
（仮設トイレ）

自衛隊
トラック輸送

物流事業者トラック輸送

※熊本市以外の３３６避難所のうち、５００人以上の避難所について、国は市町村搬入拠点を経由せず、避難所へ直送

熊本地震における物資輸送イメージ

自衛隊
航空機・

トラック輸送

自衛隊
航空機・

トラック輸送

自衛隊
トラック輸送

自衛隊
トラック輸送

市町村・
物流事業者
トラック輸送

佐賀県鳥栖市の流通センターでは、全国から搬入された食料を 
仕分けし、避難所等へ発送しました。
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理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
福
祉
避
難
所
の

確
保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
３
つ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
設
置
、
冷
暖
房
機
器
の
設
置
な
ど
の

避
難
所
の
環
境
整
備
を
求
め
る
通
知
等

を
被
災
自
治
体
に
発
出
し
、
避
難
者
が

少
し
で
も
快
適
に
安
心
し
て
避
難
所
生

活
を
営
め
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

住
家
を
失
っ
た
被
災
者
の
た
め
の
住

ま
い
の
確
保
に
関
し
て
は
、
４
月
29
日

に
西
原
村
に
お
い
て
応
急
仮
設
住
宅
が

着
工
さ
れ
、
７
月
14
日
現
在
、
16
市
町

村
に
お
い
て
３
６
３
１
戸
が
着
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
６
月
５
日
に
は
甲
佐
町
で

入
居
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
借
上

げ
型
の
応
急
仮
設
住
宅
（
い
わ
ゆ
る
み

な
し
仮
設
）
に
つ
い
て
も
、
熊
本
県
か

ら
の
要
請
を
受
け
た
不
動
産
業
界
団
体

等
が
民
間
賃
貸
住
宅
４
９
８
９
戸
を
提

供
し
て
い
る
う
ち
、
対
象
者
に
は
応
急

仮
設
住
宅
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、
強

い
揺
れ
が
継
続
し
て
発
生
し
、
車
中
で

寝
泊
ま
り
す
る
被
災
者
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
発
災
か
ら
一
ヵ
月
以

上
が
経
っ
て
も
地
震
が
収
ま
ら
な
い
と

い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

特
異
な
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

応
急
仮
設
住
宅
の
提
供
に
つ
い
て
も
で

き
る
限
り
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。

復
旧
・
復
興

被
災
地
の
復
旧
に
向
け
た
動
き
と
し

て
、
政
府
は
ま
ず
、
４
月
25
日
に
今
般

の
災
害
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
、
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
特
別
の
財
政
援
助

（
被
災
自
治
体
が
行
う
災
害
復
旧
事
業
に

対
す
る
国
庫
補
助
の
嵩
上
げ
等
）
を
講

じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

続
く
５
月
10
日
に
は
、「
大
規
模
災
害

か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
」
上
の
「
非

常
災
害
」
と
し
て
指
定
し
、
被
災
地
方

公
共
団
体
が
本
来
施
行
す
る
こ
と
と
な

る
災
害
復
旧
事
業
等
を
、
国
又
は
都
道

府
県
が
代
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
法
に
規
定
す
る
「
非
常
災
害
」

と
し
て
の
指
定
は
、
今
回
の
熊
本
地
震

が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
被
災
地
の
復
旧
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
補
正

予
算
を
編
成
し
、「
熊
本
地
震

復
旧
等
予
備
費
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
補
正
予
算
を
活
用

し
て
、
当
面
の
復
旧
対
策
に
万

全
を
期
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。今

般
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
迅
速
か
つ
強
力
に
進
め

る
た
め
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

復
旧
・
復
興
支
援
連
絡
調
整
会

議
を
立
ち
上
げ
、
５
月
20
日
に

第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続

き
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、「
で

き
る
こ
と
は
、
す
べ
て
や
る
」

と
い
う
姿
勢
で
、
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

河野大臣は 5 月 5 日に益城町の避難所を訪問しました。

避難所では、簡易ベッドやパーティション、空調等を導入し、生活環境を 
改善しています。

甲佐町では熊本地震後初めて仮設住宅が完成し、6 月 5 日に入居が 
開始されました。

7
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１
．
は
じ
め
に

近
年
、
短
時
間
強
雨
の
年
間
発
生
回

数
に
明
瞭
な
増
加
傾
向
が
現
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
大
河
川
の
氾
濫
も
相
次
い

で
い
る
。
特
に
、
関
東
・
東
北
豪
雨
災

害
に
よ
る
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
で
は
、

氾
濫
流
が
決
壊
地
点
か
ら
10
㎞
以
上
も

市
街
地
を
流
下
し
、
常
総
市
役
所
を
含

む
市
域
の
大
半
が
浸
水
し
た
。
地
球
温

暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

今
後
さ
ら
に
大
雨
や
短
時
間
豪
雨
の
発

生
頻
度
、
大
雨
に
よ
る
降
雨
量
が
増
大

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
極
め

て
大
規
模
な
水
害
が
発
生
す
る
懸
念
が

高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
、
政
府

は
、
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
る
被

害
を
教
訓
と
し
て
水
害
対
策
を
検
討
す

る
た
め
、
中
央
防
災
会
議
の
防
災
対
策

実
行
会
議
の
下
に
、「
水
害
時
の
避
難
・

応
急
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
設
置
し
た
。

２
．
今
後
の
避
難
・

�

応
急
対
策
へ
の
提
言

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
依
然
と

し
て
多
く
の
課
題
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

水
害
時
の
避
難
・
応
急
対
策
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
以
下
の
７
つ

の
事
項
を
論
点
と
し
て
、
避
難
か
ら
生

活
再
建
に
至
る
ま
で
の
制
度
を
十
分
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
対
策

及
び
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
前
準
備
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
水
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
よ
う
な
水

害
は
、
日
本
中
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る

も
の
で
あ
り
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
住
民
自
身
が
水
害
に

強
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
自

覚
を
も
っ
て
平
時
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、

従
前
の
自
助
・
共
助
の
取
組
が
存
続
し

て
い
た
地
域
で
は
、
住
民
や
自
主
防
災

組
織
が
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
避

難
し
て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
一

方
で
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
常
総
市

に
お
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
認

知
し
て
い
る
住
民
の
割
合
が
非
常
に
低

く
、
水
害
へ
の
備
え
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に

お
け
る
常
総
市
の
浸
水
し
た
地
域
に
は
、

商
工
業
を
中
心
と
し
て
産
業
が
集
積
し

て
い
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
水
害
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
に
居
住
す
る
住
民
は
、
水

害
の
特
性
を
理
解
し
、
水
害
か
ら
の
避

難
や
被
害
軽
減
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

事
前
準
備
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
く
と

8

特集
水害時における 
避難・応急対策の 
今後の在り方について

気候変動の影響等により、大規模な水害の発生の懸念が高まっていることから、平成 27年 9月の
関東・東北豪雨がもたらした水害を教訓とし、避難・応急対策の強化を検討するため、中央防災会
議の防災対策実行会議にワーキンググループを設置し、平成 28 年 3月に報告がとりまとめられた。
本稿では、その報告内容を紹介する。

写真 -1　茨城県常総市における浸水状況
（平成 27 年 9月 10 日　国土交通省撮影）



ぼ う さ い      平 成 2 8 年 夏 号  （第 83 号）

と
も
に
、
行
政
と
住
民
と
の
平
時
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

地
域
の
避
難
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
地
域

で
つ
く
る
と
い
っ
た
、
自
助
・
共
助

の
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
水
害
リ
ス
ク

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
住
宅
等
の
復
旧
に
十
分
な

補
償
額
を
受
け
取
れ
な
い
被
災
者
を

一
人
で
も
少
な
く
す
る
よ
う
、
国
は

水
害
保
険
・
共
済
へ
の
加
入
促
進
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、
被
災

後
、
住
民
が
避
難
所
か
ら
自
宅
に
戻

り
、
元
通
り
の
生
活
を
再
建
す
る
に

は
、
地
域
の
働
く
場
所
や
商
店
等
が

復
旧
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

被
災
し
て
も
復
旧
が
早
期
に
進
む
よ

う
、
都
市
の
重
要
機
能
を
水
害
リ
ス

ク
の
低
い
地
区
に
誘
導
す
る
等
、
水

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
地
域
全
体

で
事
前
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

（
２
）
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
の
策
定

避
難
勧
告
等
の
発
令
タ
イ
ミ
ン
グ

や
発
令
対
象
区
域
、
避
難
先
が
事
前

に
計
画
さ
れ
て
い
な
い
と
、
住
民
に

と
っ
て
余
裕
を
も
っ
て
避
難
の
準
備

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
避

難
行
動
の
遅
れ
に
繋
が
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
被
災

市
町
村
の
多
く
が
、
避
難
勧
告
等
の

具
体
的
な
発
令
基
準
や
病
院
等
の
要

配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る
避
難
確

保
計
画
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
策
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
、
住
民
に
対
す
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
広
報
が
十
分
で

は
な
く
、
地
域
住
民
に
水
害
リ
ス
ク

を
十
分
に
周
知
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
避
難
勧
告
等
の
発
令

タ
イ
ミ
ン
グ
や
区
域
を
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
、
住
民
に
周
知
し
て
お
く
こ

と
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
自
市
町

村
で
避
難
場
所
を
確
保
で
き
な
い
場

合
や
、
避
難
経
路
等
に
鑑
み
て
自
市

町
村
内
の
避
難
場
所
へ
の
避
難
が
危

険
と
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
近
隣

の
市
町
村
と
協
力
・
連
携
し
、
自
市

町
村
内
の
避
難
に
と
ら
わ
れ
な
い
広

域
的
な
避
難
を
事
前
に
検
討
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
「
水
防
災
意
識
社
会 
再
構
築

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
現
在
設
置
を

進
め
て
い
る
河
川
管
理
者
、
都
道
府

県
、
市
町
村
等
か
ら
な
る
協
議
会
等

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

併
せ
て
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
指

定
を
早
期
に
進
め
、
想
定
す
る
水
害

に
対
す
る
避
難
者
数
を
収
容
で
き
る

箇
所
を
周
辺
市
町
村
と
も
協
力
し
な

が
ら
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

9

図 -1　早期の立退き避難が必要な区域
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は
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
想
定
さ
れ
る

被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

い
表
現
方
法
で
住
民
に
対
し
て
事
前
に

周
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、

国
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
標
準
的
な

表
示
方
法
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
に
お
い
て
も
、
早
期
の

立
退
き
避
難
が
必
要
な
区
域
の
表
示
等
、

各
地
域
に
お
け
る
水
害
特
性
を
十
分
に

分
析
し
た
上
で
表
示
方
法
を
工
夫
す
べ

き
で
あ
る
。
更
に
、
救
助
す
る
側
で
あ

る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
や
消
防
・
警
察
・
自

衛
隊
等
の
救
助
部
隊
と
い
え
ど
も
、
要

配
慮
者
の
救
助
は
困
難
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
に
つ
い
て
は
、

避
難
確
保
計
画
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
、
避

難
訓
練
、
施
設
の
浸
水
対
策
等
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

被
災
後
の
地
域
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
等
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
全
体

で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
適
切
な
避
難
行
動
を
促
す
情
報
伝
達

避
難
計
画
等
を
事
前
に
策
定
し
て
い

た
と
し
て
も
、
避
難
勧
告
等
の
情
報
が

確
実
に
伝
達
さ
れ
な
い
と
、
そ
の
効
果

は
大
き
く
減
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
屋
内
安

全
確
保
と
い
う
避
難
手
段
を
事
前
に
十

分
に
周
知
で
き
て
い
な
い
市
町
村
に
お

い
て
は
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
の
開
設

が
避
難
勧
告
発
令
の
前
提
条
件
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
被
災
市
町

村
で
配
信
作
業
に
充
て
る
職
員
を
確
保

で
き
な
か
っ
た
り
、
情
報
通
信
機
器
の

習
熟
不
足
で
十
分
に
使
い
こ
な
せ
て
い

な
い
な
ど
、
防
災
情
報
が
十
分
に
伝
達

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
更
に
、
河
川
氾

濫
の
危
機
感
を
市
が
十
分
に
認
識
で
き

て
お
ら
ず
、
河
川
管
理
者
と
市
と
の
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
改
善
の

余
地
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
例
え
指
定
緊
急

避
難
場
所
が
未
開
設
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
災
害
が
切
迫
し
た
状
況
で
あ
れ
ば
、

近
隣
の
堅
牢
で
高
所
に
移
動
で
き
る
建

物
へ
の
「
緊
急
的
な
退
避
」
や
、
自
宅

等
の
建
物
内
に
留
ま
る
「
屋
内
安
全
確

保
」
と
い
っ
た
適
切
な
避
難
行
動
を
住

民
が
と
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
各
伝
達
手
段
の
特
性
を
理
解
し
、

地
域
特
性
や
発
信
の
負
担
も
考
慮
し
て
、

多
様
な
伝
達
手
段
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、
災
害
対
応

の
状
況
や
考
え
ら
れ
る
避
難
行
動
等
に

つ
い
て
、
災
害
の
お
そ
れ
が
な
く
な
る

ま
で
、
住
民
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く

細
や
か
に
状
況
を
伝
達
す
る
と
と
も
に
、

平
時
か
ら
市
町
村
と
河
川
管
理
者
、
報

道
機
関
が
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
構

築
し
信
頼
感
を
醸
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
４
）
行
政
の
防
災
力
向
上

水
害
は
全
国
各
地
で
毎
年
発
生
し
て

い
る
が
、
多
く
の
市
町
村
に
と
っ
て
は

被
災
す
る
の
が
数
十
年
ぶ
り
と
い
っ
た

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

多
く
の
市
町
村
は
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
十
分
に
は
蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
災

害
対
応
に
混
乱
を
来
し
て
い
る
と
い
う

実
態
が
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
で
は
水
害
に
対
す
る
業

務
継
続
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

非
常
用
電
源
の
確
保
や
災
害
時
に
通
じ

る
通
信
手
段
の
確
保
、
職
員
の
安
全
確

保
対
策
等
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
長
・
防
災
担
当

職
員
の
研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
府

省
庁
が
連
携
し
、
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
養
成
研
修
等
の
関
係
省
庁
が
実
施
す

る
研
修
内
容
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に

も
被
害
を
軽
減
す
る
ハ
ー
ド
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
水
害
に
も
対
応
し
た

業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
効

性
の
確
保
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
被
災
市
町
村
の
災
害
対
応
支
援

市
町
村
の
防
災
力
を
高
め
た
と
し
て

も
、
ひ
と
た
び
大
き
な
水
害
が
発
生
す

る
と
、
災
害
対
応
に
は
大
き
な
混
乱
が

生
じ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
職
員
を

招
集
し
た
段
階
で
は
既
に
道
路
が
冠
水

し
て
お
り
、
幹
部
職
員
の
半
数
が
庁
舎

ま
で
た
ど
り
つ
け
な
い
な
ど
、
計
画
通

り
に
体
制
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
関
東
・
東
北
豪

雨
災
害
で
は
応
援
派
遣
者
の
調
整
が
被

災
市
町
村
の
み
で
は
十
分
で
き
ず
、
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
被
災
経
験
の
な

い
市
町
村
で
あ
っ
て
も
迅
速
か
つ
的
確

な
災
害
対
応
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
平

時
の
備
え
か
ら
災
害
対
応
の
初
動
、
応

急
対
策
、
復
旧
に
至
る
ま
で
の
間
、
市

町
村
が
と
る
べ
き
災
害
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
等
を
示
し
た
「
市
町
村
の
た
め
の
水

害
対
応
の
手
引
き
（
仮
称
）」
を
国
が
作

成
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
全

国
の
参
考
事
例
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ

り
、
応
援
・
受
援
体
制
の
構
築
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
被
災
地
に

駆
け
付
け
る
応
援
派
遣
者
を
円
滑
に
調

整
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

（
６
）
被
災
生
活
の
環
境
整
備

被
災
し
た
後
は
、
そ
れ
ま
で
の
普
通

の
生
活
が
一
変
す
る
。
被
災
者
に
よ
っ

て
は
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に
く

く
な
る
場
合
も
あ
る
。

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
被
災
者

の
健
康
の
維
持
、
要
配
慮
者
へ
の
対
応

な
ど
の
面
で
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の

確
保
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

10
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関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
平
成
27
年
７
月
に
発

足
し
た
茨
城
県
の
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
り
、
被
災
地
外
の
多
く
の
専
門
分
野
の
医
療

従
事
者
の
活
動
を
調
整
で
き
た
が
、
超
急
性
期
に

活
躍
す
る
医
療
チ
ー
ム
間
の
情
報
共
有
に
つ
い
て

は
不
十
分
な
面
が
あ
っ
た
。
更
に
、
被
災
地
に
お

い
て
発
生
し
た
空
き
巣
等
の
窃
盗
や
、
大
量
に
発

生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
被
災
市
町
村
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
避
難
者
の
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
市
町
村
は
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
、避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、

周
知
・
啓
発
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
被
災
市
町
村
を
管
内
に

含
む
都
道
府
県
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
専
門
分

野
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
支
援
者
の
派
遣
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
。
更
に
、
災
害
時
の
防
犯
対
策
を
徹

底
す
る
た
め
、
警
察
は
災
害
時
の
防
犯
対
策
の
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
、
平
時
か
ら
警
察
及
び
市
町

村
は
そ
の
意
識
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
大

量
に
発
生
す
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
平
時
か
ら
水
害
に
よ
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物

の
量
を
推
計
し
、災
害
廃
棄
物
の
適
正
か
つ
円
滑
・

迅
速
な
処
理
の
た
め
の
方
法
や
必
要
な
仮
置
場
や

分
別
場
所
の
候
補
地
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た
災
害

廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

（
７
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
・
協
働

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
い
て
も
、
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
多
く
の
役

割
を
果
た
し
た
。

災
害
対
策
基
本
法
や
防
災
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
」
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
行

政
の
担
当
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
は
改

善
の
余
地
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
多
様
な
被
災
者

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
十
分
に

活
用
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

を
活
用
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
行
政
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
互
い
に
連
携
・

情
報
共
有
す
る
場
を
設
け
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
を
活
用
し
た
支
援
な
ど

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
円
滑
な
受
入
体
制
の
確
保
と
継
続
的
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
方
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

３
．
お
わ
り
に

水
害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
被
害
を
最

小
化
し
、
少
し
で
も
早
く
被
災
者
の
生
活
再
建
を

図
る
た
め
に
は
、
自
助
主
体
、
共
助
主
体
、
公
助

主
体
が
協
力
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告

を
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
こ
の
報
告
は
、
水
害
に
と
ど
ま
ら
ず
ほ

か
の
災
害
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
報
告
が
国
全
体
の

防
災
力
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
、
災
害
に
対
し
て

強
く
し
な
や
か
な
国
土
・
地
域
・
経
済
社
会
の
構

築
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Ａ県Ｙ市
（過去に被災経験あり）

個人・民間団体

災害時相互応援協定
（Ｘ市 ⇔ Ｙ市）

Ａ県Ｚ町

状況把握支援
避難所運営支援

被災都道府県からの

要請による応援
（Ａ県 ⇒ Ｚ町）

ボランティア
避難所支援

様式・マニュアル等
（ノウハウの提供）

Ａ県Ｘ市
（被災自治体）

５．

国
（実動省庁など）

救命救助活動
ｲﾝﾌﾗ・ﾗｲﾌﾗｲﾝ復旧支援
医療支援
廃棄物処理支援

国の職員

Ａ県の職員

政府現地対策本部
・災害応急対策活動の調整
・国と自治体のつなぎ役 など

Ｘ市の職員

受援調整のための専門職員
・被災地の都道府県職員により構成
・外部からの応援派遣の調整
・災害対応手順等のアドバイス など

災害時相互応援協定
（Ａ県 ⇔ Ｂ県）

Ｂ県

Ａ県

住家被害認定
精神医療支援

Ｂ県Ｗ市
（過去に被災経験あり）

11

図 -2　被災した自治体への応援・受援
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地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む
「
自

助
」
が
重
要
で
す
。「
自
助
」
の
第
一
歩
と

し
て
、
ま
ず
、
自
宅
で
の
安
全
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
般
の
家
庭
で
も
今
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
地
震
へ
の
備

え
を
紹
介
し
ま
す
。

家
具
の
安
全
を
確
認
す
る

東
京
消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
近
年
発
生
し
た
大

き
な
地
震
で
け
が
を
し
た
人
の
原
因
は
、
約
30
％
か
ら

50
％
が
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
家
の
中
の
家
具
は
地
震
に
よ
っ
て
「
凶
器
」
に

も
な
り
う
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
部
屋

に
物
を
置
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
納
戸
や
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
な
ど
に
収
納
す
る
よ
う
に
し
て
、
で
き
る
だ
け

生
活
空
間
に
家
具
類
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

収
納
が
で
き
な
い
家
具
類
は
安
全
な
位
置
に
配
置
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
配
置
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り

で
す
。

・
ド
ア
や
避
難
経
路
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う
に
、
避
難
通

路
や
出
入
り
口
に
は
転
倒
、
移
動
す
る
家
具
類
を
置

か
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
引
き
出
し
が
飛
び
出
す
こ
と
で
、
け
が
を
し
た
り
、

避
難
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
家
具
類
を

置
く
方
向
に
も
注
意
す
る
。

・
寝
る
場
所
や
座
る
場
所
に
は
、
な
る
べ
く
家
具
類
を

置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
層
階
の
場
合
、
揺
れ
で
家
具
類
が

外
に
落
下
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
窓
際
に
は
転
倒
・

落
下
し
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
火
災
の
原
因
と
な
る
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
の
近

く
に
、
落
下
や
転
倒
す
る
危
険
が
あ
る
家
具
類
を
置 阪神・淡路大震災による地震で家具が倒れた部屋（神戸市中央区）

12

特集
地震に備える

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
、
日
本
で

は
大
き
な
地
震
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ど
こ
で
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
準
備
を
整
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

熊本地震で大きな被害を受けた益城町
（写真：The New York Times/ アフロ）
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か
な
い
よ
う
に
す
る
。

家
具
類
を
安
全
な
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

家
具
類
が
転
倒
・
落
下
・
移
動
し
な
い
た
め
の
対
策
が

必
要
で
す
。
そ
れ
が
家
具
固
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

具
類
に
応
じ
た
器
具
に
よ
っ
て
、
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

Ｌ
型
金
具

Ｌ
字
金
具
は
家
具
と
壁

を
ネ
ジ
、
ボ
ル
ト
で
固
定

し
ま
す
。
Ｌ
の
字
が
下
向

き
に
な
る
よ
う
に
取
り
付

け
る
と
最
も
効
果
が
高
く

な
り
ま
す
。

 ポ
ー
ル
式
器
具
（
突
っ
張
り
棒
）

ポ
ー
ル
式
器
具
は
、
ネ
ジ
止
め
す
る
こ
と
な
く
、
家

具
と
天
井
の
隙
間
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

具
の
両
端
、
奥
に

設
置
し
ま
す
。
天

井
板
が
薄
い
場
合

は
、
ポ
ー
ル
式
器

具
と
天
井
の
間
に

板
を
挟
み
ま
す
。

 ス
ト
ッ
パ
ー
式

ス
ト
ッ
パ
ー
式

は
、
家
具
の
前
下
部
に
く
さ
び
状
に
挟
み
、
家
具
を
壁

側
に
傾
斜
さ
せ
ま
す
。
ポ
ー
ル
式
器
具
と
組
み
合
わ
せ

る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

マ
ッ
ト
式

（
粘
着
マ
ッ
ト
式
）

マ
ッ
ト
式
は
粘
着
性
の

ゲ
ル
状
の
も
の
で
、
家
具

の
底
面
と
床
面
を
接
着
さ

せ
ま
す
。
家
電
製
品
な
ど

比
較
的
小
さ
な
家
具
に
使

え
ま
す
。
有
効
期
限
に
注

意
が
必
要
で
す
。

 移
動
防
止
着
脱
式
ベ
ル
ト

移
動
防
止
着
脱
式
ベ
ル
ト
は
、
壁
と
キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
家
具
を
つ
な
げ
、
家
具
の
移
動
を
防
止
し
ま
す
。
日

常
的
に
移
動
さ
せ
る
家
具
類
に
使
用
し
ま
す
。

キ
ャ
ス
タ
ー
下
皿

キ
ャ
ス
タ
ー
下
皿
は
キ
ャ
ス
タ
ー
の
下
に
置
き
、
家

具
の
移
動
を
防
ぎ
ま
す
。

食
器
棚
な
ど
は
、
揺
れ
に
よ
っ
て
扉
が
開
き
、
食
器

類
が
飛
び
出
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
観
音
開
き
の
扉

に
は
扉
開
放
防
止
器
具
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
部
分
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
事
で
ガ

ラ
ス
の
破
損
だ
け
で
は
な
く
、
収
納
物
の
飛
び
出
し
防

止
に
も
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
地
震
の
揺
れ
に
伴
う
電
気
機
器
か
ら
の
出
火

や
、
停
電
が
復
旧
し
た
時
に
発
生
す
る
「
電
気
火
災
」

を
防
ぐ
た
め
に
、
地
震
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気

を
止
め
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
も
設
置
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

こ
う
し
た
器
具
の
購
入
や
設
置
の
た
め
に
、
助
成
制

度
を
設
け
て
い
る
地
方
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
問
い
合

わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意
す
る

非
常
用
持
ち
出
し
袋
は
、
避
難
し
た
と
き
に
最
低
限

必
要
な
も
の
を
納
め
た
袋
で
す
。
家
族
構
成
に
合
わ
せ

て
準
備
し
、
玄
関
近
く
や
寝
室
、
車
の
中
、
物
置
な
ど

に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
る
中
身
の
例

飲
料
水
、食
料
品
（
カ
ッ
プ
め
ん
、缶
詰
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

貴
重
品
（
預
金
通
帳
、印
鑑
、現
金
、健
康
保
険
証
な
ど
）

救
急
用
品
（
ば
ん
そ
う
こ
う
、
包
帯
、
消
毒
液
、
常
備

薬
な
ど
）

マ
ス
ク

軍
手

缶
切

ナ
イ
フ

懐
中
電
灯

衣
類
、
下
着

毛
布
、
タ
オ
ル

ラ
イ
タ
ー

携
帯
ラ
ジ
オ

予
備
電
池

使
い
捨
て
カ
イ
ロ

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

洗
面
用
具

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災
ず
き
ん

13
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備
蓄
を
す
る

大
き
な
地
震
な
ど
大
災
害
が
起
こ
れ
ば
、電
気
・
ガ
ス
・

水
道
・
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
、
物
資
の
供
給

が
止
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
で
も
、

自
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
非
常
用
持
ち
出
し
袋
に

加
え
て
、
普
段
か
ら
自
宅
に
飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
を

備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
に
備
え
た
備
蓄
品
の
例

飲
料
水　

一
日
一
人
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
、
３
日
分

を
用
意

食
品　

ご
飯
（
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
を
一
人
５
食
分
を
用

意
）、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
板
チ
ョ
コ
、
乾
パ
ン
な
ど
一

人
最
低
３
日
分
の
食
料
を
用
意
。

生
活
用
品　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー

非
常
に
広
い
地
域
に
被
害
が
及
ぶ
可
能
性
の
あ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
１
週
間
以
上
の
備
蓄
が
望
ま
し

い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
別
に
備
え
る
の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

食
べ
て
い
る
も
の
や
使
っ
て
い
る
も
の
を
少
し
多
め
に

購
入
し
、
食
べ
た
分
を
補
充
し
な
が
ら
日
常
的
に
備
蓄

す
る
（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）
こ
と
で
、
無
理
が
な

い
だ
け
で
な
く
、
消
費
期
限
切
れ
な
ど
の
無
駄
の
な
い

備
え
が
で
き
ま
す
。

安
否
情
報
の
確
認
方
法
を
決
め
る

地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
、
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
別
な

場
所
に
い
る
場
合
に
備
え
て
、
お
互
い
の
安
否
を
確
認

す
る
方
法
を
家
族
で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
地
震
発

生
直
後
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
た
め
、
連
絡

が
と
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
は
、「
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）」
や
、
携
帯
電
話
会
社
の

「
災
害
用
伝
言
板
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
集
合
場
所
も
事
前
に
家
族
と
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
多
く
の
自
治
体
が
、
避
難
場
所
、
避
難
所
、

給
水
拠
点
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
は
市
役
所
な
ど
で
配

布
さ
れ
て
い
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
確

認
し
な
が
ら
具
体
的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
準
備

自
宅
の
耐
震
性
チ
ェ
ッ
ク

自
宅
の
耐
震
性
は
、
建
築
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る

耐
震
診
断
で
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
耐
震
基

準
が
強
化
さ
れ
た
１
９
８
１
年
よ
り
前
に
建
て
ら
れ
た

建
物
は
早
め
の
耐
震
診
断
を
お
勧
め
し
ま
す
。
耐
震
診

断
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
国
や
地
方
自
治
体
に
よ

る
助
成
制
度
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
は
、
次
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.g

o
v-o

n
lin

e.g
o

.jp
/u

sefu
l/

article/201402/3.htm
l#anc05

防
災
訓
練
へ
の
参
加

い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

の
訓
練
が
必
要
で
す
。
地
方
自
治
体
な
ど
が
行
っ
て
い

る
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
身
体
防
護
、
出
火
防
止
、

救
出
・
救
助
、
応
急
救
護
な
ど
の
技
術
や
知
識
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。
地
方
自
治
体
に
は
楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
防
災
体
験
館
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
防
災
体
験
の
第
一
歩

と
し
て
、
そ
う
し
た
施
設
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
平
時
か
ら
備
え
る
こ
と
で
、
そ
の
被
害
を
抑
え
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
行
動
が
、

自
分
自
身
を
、
家
族
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 消火器を使った消火訓練

14
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平
成
28
年
３
月
29
日
、
中
央
防
災
会
議
は
、「
首

都
直
下
地
震
緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画
」

に
お
い
て
作
成
す
る
と
さ
れ
た
「
首
都
直

下
地
震
に
お
け
る
具
体
的
な
応
急
対
策
活
動
に
関
す
る

計
画
」
を
中
央
防
災
会
議
幹
事
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

同
計
画
は
、「
首
都
直
下
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」
に
お

い
て
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
切
迫
性
が
高
い
と

評
価
さ
れ
、「
首
都
直
下
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
が
報
告
し
た
被
害
想
定
に
基
づ
き
、
国
が

実
施
す
る
災
害
応
急
対
策
に
係
る
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
、

救
助
・
消
火
活
動
等
、
医
療
活
動
、
物
資
調
達
、
燃
料

供
給
、
帰
宅
困
難
者
対
応
及
び
防
災
拠
点
に
関
す
る
活

動
内
容
を
具
体
的
に
定
め
た
も
の
で
す
。
活
動
分
野
毎

の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
計
画

発
災
直
後
か
ら
、
部
隊
等
の
広
域
的
な
移
動
な
ど
人

命
の
安
全
確
保
を
主
眼
と
し
た
全
国
か
ら
の
人
員
・
物

資
・
燃
料
の
輸
送
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
通
行
を
確
保
す
べ
き
道
路
を
定
め
た
計
画

で
す
。
発
災
時
に
は
、
全
国
か
ら
の
応
援
部
隊
や
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
被
災
地
域
へ
の
迅
速
な
進
出
の
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
必
要
最
低
限
に
絞
っ
て
選
定
し
た
緊
急
輸
送
ル
ー

ト
に
つ
い
て
、
他
の
道
路
に
優
先
し
て
通
行
可
否
情
報

（
通
行
不
可
の
場
合
に
お
け
る
迂
回
ル
ー
ト
情
報
を
含

む
。）
を
遅
滞
な
く
集
約
し
、
防
災
関
係
機
関
間
で
情

報
共
有
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

首
都
直
下
地
震
の
発
災
時
に
想
定
さ
れ
る
深
刻
な
道
路

交
通
麻
痺
に
対
応
し
早
期
に
緊
急
通
行
車
両
の
通
行
を

可
能
と
す
る
た
め
、
道
路
啓
開
や
応
急
復
旧
を
実
施
す

る
こ
と
と
併
せ
て
滞
留
車
両
等
の
移
動
や
交
通
規
制
を

実
施
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
備

15

防災の動き
Disaster Management News

首都直下地震における具体的な
応急対策活動に関する計画

①人命救助に重要な７２時間を意識しつつ、緊急輸送ルート、救助、医療、物資、燃料の各分野での
タイムラインと目標行動を設定

②１都３県における巨大過密都市を襲う膨大な被害の様相を踏まえた対応を反映
（例：深刻な道路交通麻痺に対応するための道路啓開及び滞留車両の排除や交通規制、

救助活動拠点の明確化、膨大な傷病者に対応するため「災害拠点病院」機能の最大限の活用
帰宅困難者対応 等）

①人命救助に重要な７２時間を意識しつつ、緊急輸送ルート、救助、医療、物資、燃料の各分野での
タイムラインと目標行動を設定

②１都３県における巨大過密都市を襲う膨大な被害の様相を踏まえた対応を反映
（例：深刻な道路交通麻痺に対応するための道路啓開及び滞留車両の排除や交通規制、

救助活動拠点の明確化、膨大な傷病者に対応するため「災害拠点病院」機能の最大限の活用
帰宅困難者対応 等）

首都直下地震における具体的な応急対策活動に関する計画の概要

救助・救急、消火等 物資医療

国は、緊急対策本部の調整により、被害の全容把握、被災地からの要請を待たず直ちに行動（プッシュ型での支援）国は、緊急対策本部の調整により、被害の全容把握、被災地からの要請を待たず直ちに行動（プッシュ型での支援）

応援

首都直下地震緊急対策区域

緊急輸送ルート、
防災拠点

帰宅困難者

後
方
支
援

全域：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
一部：茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、

長野県、静岡県

燃料

◎１都３県以外の４３道府県の
広域応援部隊の派遣（最大値）
・警察 ：約1.4万人
・消防 ：約1.6万人
・自衛隊：約11万人（※） 等

◎航空機４５０機、船舶３３０隻

※ １都３県に所在する部隊を含む。

◎ＤＭＡＴ（登録数1,426チーム）
に対する派遣要請、陸路・空路
参集、ロジ支援、任務付与

◎被災医療機関の継続・回復支
援（人材、物資・燃料供給等）

◎広域医療搬送、地域医療搬送
による重症患者の搬送

◎発災後４～７日に必要な物資
を調達し、被災都県の拠点へ
輸送
・飲料水：２２万㎥（１～７日）
・食料：５，３００万食
・毛布：３４万枚
・大人/乳幼児おむつ：４１６万枚
・簡易トイレ等：３，１５０万回分

◎石油業界の系列を越えた供給
体制の確保

◎緊急輸送ルート上の中核ＳＳ
等への重点継続供給

◎災害拠点病院等の重要施設
への要請に基づく優先供給

◎一斉帰宅の抑制に向けた呼び
かけや施設内等における待機

◎一時滞在施設等の活用

◎帰宅困難者への適切な情報提
供

◎人員・物資の「緊急輸送ルー
ト」を設定、発災時に早期通行
確保

◎各活動のための「防災拠点」を
分野毎に設定、発災時に早期
に確保

混
乱
回
避

【本具体計画のポイント】【本具体計画のポイント】
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え
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
地
図
情
報
も

含
め
て
防
災
関
係
機
関
の
間
で
広
く
情

報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
発
災
時
の

情
報
共
有
や
緊
急
通
行
車
両
の
通
行
の

確
保
の
た
め
の
具
体
的
な
手
順
を
定
め

て
い
ま
す
。

②�

救
助
・
救
急
、
消
火
活
動
等
に

係
る
計
画

首
都
直
下
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害

に
対
し
て
、
人
命
救
助
の
た
め
に
重
要

な
72
時
間
を
考
慮
し
つ
つ
、
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
被
災
都
県
の
警
察
・

消
防
機
関
は
、
発
災
直
後
か
ら
救
助
・

救
急
、消
火
等
に
必
要
な
部
隊（
以
下「
域

内
部
隊
」
と
い
う
。）
を
最
大
限
動
員
す

る
と
と
も
に
、
国
は
、
被
害
が
甚
大
と

見
込
ま
れ
る
地
域
に
対
し
て
、
全
国
か

ら
最
大
勢
力
の
応
援
部
隊
を
可
能
な
限

り
早
く
的
確
に
投
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
被
災
都
県
で
動
員

す
る
警
察
・
消
防
機
関
の
域
内
部
隊
に

加
え
て
、
全
国
か
ら
の
「
警
察
災
害
派

遣
隊
」、「
緊
急
消
防
援
助
隊
」、「
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
部
隊
」（
以
下
「
広
域
応

援
部
隊
」
と
い
う
。）
の
初
動
期
に
お
け

る
派
遣
の
方
針
と
具
体
的
な
手
順
等
を

定
め
て
い
ま
す
。

③
医
療
活
動
に
係
る
計
画

首
都
直
下
地
震
で
は
、
建
物
倒
壊
・

火
災
等
に
よ
る
多
数
の
負
傷
者
の
発
生
、

医
療
機
関
の
被
災
に
伴
う
多
数
の
要
転

院
患
者
の
発
生
等
に
よ
り
、
被
災
地
で

あ
る
１
都
３
県
の
区
域
内
の
医
療
ニ
ー

ズ
が
急
激
に
増
大
す
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
当
該
区
域
に
は
、
高
度
の

診
療
機
能
を
有
し
、
耐
震
構
造
の
施
設
、

必
要
な
設
備
・
備
蓄
を
備
え
た
災
害
拠

点
病
院
が
１
５
０
病
院
（
平
成
27
年
4

月
現
在　

全
国
６
９
５
病
院
の
２
割

超
）
存
在
す
る
な
ど
多
く
の
医
療
機
関

が
集
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
医
療
資

源
を
最
大
限
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
全
国
か
ら
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
：D

isaster 
M

edical Assistance Team

）
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
チ
ー
ム
に
よ
る
応
援
を

迅
速
に
行
い
、
膨
大
な
医
療
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
災
害
拠
点
病
院
を

中
心
に
被
災
地
内
の
医
療
機
能
を
確
保

す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
被
災
地
内
医

療
機
関
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
被
災
地

内
で
対
応
が
困
難
な
重
症
患
者
に
つ
い

て
は
、
安
定
化
処
置
後
、
被
災
地
外
に

搬
送
し
治
療
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。

④
物
資
調
達
に
係
る
計
画

首
都
直
下
地
震
で
は
、
被
災
地
方
公

共
団
体
及
び
家
庭
等
で
備
蓄
し
て
い
る

物
資
が
数
日
で
枯
渇
す
る
一
方
、
発
災

当
初
は
、
被
災
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
正
確
な
情
報
把
握
に
時
間
を
要
す
る

情報共有

情報共有

調達物資の輸送開始

１２ｈ

２４ｈ

４８ｈ

７２ｈ

１日目

２日目

３日目

想定時間
（※発災時間

により変化す

ることに留意）

首都直下地震における各活動の想定されるタイムライン（イメージ）

４日目４日目

以降

緊急輸送ルート

首都直下地震における各活動の想定されるタイムライン（イメージ）
救助・救急、

消火等
医療 物資 燃料

災害緊急事態の布告、緊急災害対策本部の設置、対処基本方針の作成、国民への呼びかけ、政府調査団の派遣
政

府

上記タイムラインは、防災関係機関による活動の事例として作成したものであり、実際の被災状況により相違があることに留意が必要。

緊急輸送ルー
トの通行可否
状況の集約

緊急点検の実施

順
次

点
検

上記タイムラインは、防災関係機関による活動の事例として作成したものであり、実際の被災状況により相違があることに留意が必要。

以降、引き続き被

災地内ルートの

啓開を実施

国

交交交交交交交交
緊

対

情報共有情報共有

緊急交通路

指定

通
行
可
路
線
に
必
要
に
応
じ
て
指
定

緊急輸送ルート
の啓開の実施

道

管

警

災対法76条
の6の区間
の指定

災対法災対法
道

管

道

管

被災地内部隊の最大

動員、広域応援部隊

等の先遣隊派遣

広域応援部隊等

の編成・出動

航空機・船

による救助

等活動
（孤立者等）

広域応援部隊

等の順次到着、

活動本格化

進
出
・順
次
到
着

活動拠点設定

都

県 被災地内部隊の最大警
県県
消

活動拠点設定
都

県

警 消

防
海

保

動員、広域応援部隊防
海

保

警

消

防
海

保

ＤＭＡＴ出動

ＤＭＡＴの被災地参集、

派遣先都県指示

ＤＭＡＴの被災地参集、

遠方ＤＭＡＴの

空路参集拠点

への参集

ＳＣＵ設置ＳＣＵ設置

災害拠点病院、ＳＣ

Ｕ等での活動開始

必要に応じて

継続

病院支援

現場活動

地域医療搬

送

被災地内の医療

機能の確保・回復

陸
路

空
路

ＪＭＡＴ、日本

赤十字社等の

医療活動

ＳＣＵ活動

機内活動

広域医療

搬送開始

都

県

地域医療搬厚

厚

厚

ＤＭＡＴの被災地参集、ＤＭＡＴの被災地参集、
厚

都

県

防

緊

対対対対対対
県

消

調達物資の輸送開始調達物資の輸送開始調達物資の輸送開始

プッシュ型支援

の実施決定

物資関係省庁に

よる調達の開始

広域物資拠点まで

物資を輸送

市区町村、避難所

まで物資を輸送

数量調整

広域物資拠点の

受入れ体制確認

業界との調整

必要数量の確保

輸送調整

広域物資輸

送拠点開設

緊

対

都

県

受入れ体制確認
厚

民

間

農 経

消

都

県

国

交

民

間

輸送調整輸送調整

民民民民

輸送手段の確保

災害時石油供給

連携計画の発動
経

系列ＢＣＰ及び連携

計画による安定供

給体制構築
経

重点継続供給の

施設指定、供給

体制の確保

緊

対対対対対
経

重点継続供給と優先供給

を含む供給対応を継続

優先供給施設の

特定、要請把握

優先供給施設

への供給開始

製油所・油槽

所、中核給油

所の稼働状況

確認

燃料輸送・供給体制

の確保

国

交「首都直下地震道路

啓開計画」に沿った

被災地内ルートの各

方向上下１車線の啓

開を目標

【防災関係機関】ヘリ、カメラ等を活用した被害状況の概括把握
実

動
国

交

都

県

道路管理者

による通行

禁止等

被災が軽微な地域

からの追加的な派

遣を含め活動

道路管理者
道

管

進出拠点

情報共有

情報共有
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こ
と
、
民
間
供
給
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
等
か
ら
、
被

災
地
方
公
共
団
体
の
み
で
は
、
必
要
な
物
資
量
を
迅
速

に
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
は
、
被
災
都
県
か
ら
の
具
体
的
な
要
請
を
待
た

な
い
で
、
避
難
所
避
難
者
へ
の
支
援
を
中
心
に
必
要
不

可
欠
と
見
込
ま
れ
る
物
資
を
調
達
し
、
被
災
地
に
物
資

を
緊
急
輸
送
す
る
も
の
と
し
、
発
災
直
後
に
行
う
こ
の

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
よ
る
物
資
調
達
・
供
給
の
内
容
、

手
順
を
定
め
て
い
ま
す
。

⑤
燃
料
供
給
に
係
る
計
画

首
都
直
下
地
震
の
発
生
に
よ
り
多
く
の
製
油
所
・
油

槽
所
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
基
地
等
が
被
災
す
る
状
況
に
あ
っ

て
も
、
全
国
的
な
燃
料
供
給
を
確
保
し
つ
つ
、
災
害
応

急
対
策
活
動
に
必
要
な
燃
料
や
、
重
要
施
設
の
業
務
継

続
の
た
め
の
燃
料
を
確
実
に
確
保
し
、
迅
速
か
つ
円
滑

に
供
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
石
油
精

製
業
者
等
に
よ
る
系
列
を
超
え
た
相
互
協
力
を
行
う
供

給
体
制
の
下
、
防
災
拠
点
等
に
存
す
る
給
油
施
設
へ
の

「
重
点
継
続
供
給
」
と
、
業
務
継
続
が
必
要
な
重
要
施
設

へ
の
「
優
先
供
給
」
の
手
順
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

⑥
帰
宅
困
難
者
対
応
に
係
る
計
画

中
央
防
災
会
議
被
害
想
定
に
よ
れ
ば
、
自
宅
が
遠
距

離
に
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
徒
歩
等
の
手
段
に
よ
っ
て

も
帰
宅
が
困
難
に
な
る
人
は
東
京
都
で
約
４
９
０
万
人

に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
帰
宅
困
難
者
が
徒
歩
等
に
よ
り
移
動
を
開

始
し
た
場
合
に
は
、
応
急
対
策
活
動
全
般
に
支
障
を
来

た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
等
や

そ
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
多
く
の
人
が
滞
留
し
、
混
乱

等
が
発
生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
首
都
直
下
地
震
発
生
時
に
お
け
る
帰
宅

困
難
者
の
一
斉
帰
宅
に
伴
う
混
乱
を
回
避
し
、
応
急
対

策
活
動
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、「
む
や
み
に
移

動
を
開
始
し
な
い
」
と
い
う
一
斉
帰
宅
の
抑
制
に
関
す

る
こ
と
、
一
時
滞
在
施
設
等
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
、

帰
宅
困
難
者
へ
の
情
報
提
供
に
関
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
発
災
時
に
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ

き
防
災
関
係
機
関
が
行
う
「
公
助
」
の
取
り

組
み
と
併
せ
て
、
住
民
一
人
一
人
の
「
自
助
」

の
取
り
組
み
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
「
公
助
」
の
取
り
組
み
で
あ
る
本

計
画
の
発
表
に
あ
わ
せ
て
、
国
民
の
皆
様
に

「
自
助
」
の
取
り
組
み
と
し
て
お
願
い
し
た

い
こ
と
を
整
理
し
ま
し
た
。

「
平
時
の
備
え
」
と
し
て
は
、

・
発
災
時
の
安
否
確
認
手
段
の
確
認

・
最
低
３
日
分
（
推
奨
１
週
間
分
）
の

水
、
食
料
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄

・
家
具
の
固
定
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
な
ど
ご
家
庭
で
の
地
震
対
策

な
ど
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
発
災
時
の
対
応
」
と
し
て
は
、

・
地
震
に
よ
る
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
こ

と
・
火
が
出
る
前
の
市
街
地
火
災
か
ら
の

早
目
の
避
難

・
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
こ

と
、
自
動
車
を
利
用
し
な
い
こ
と

・
物
資
の
買
い
占
め
を
し
な
い
こ
と

な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
ご
関
心
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
発
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
ご
家
族
や

ご
近
所
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
首
都
直
下
地

震
対
策
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
お
か
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

首都直下地震具体計画が想定する国民への協力の要請

国民の皆様には、冷静に対応して、ご自身の安全を確保していただくとともに、
円滑かつ迅速な応急対策活動のため、次の点についてご協力をお願いします。

最低３日分(推奨１週間分) の
水・食料・生活必需品の備蓄

ご家庭での地震対策
（家具の固定・感震ブレーカーの設置など）

安否確認手段の
確認

平時の備え

感震ブレーカー（例）

物資の買占めをしない

発災時の対応

地震による揺れから身を守る

市街地火災からの避難
『火を見ず早めの避難』

むやみに移動を開始しない
自動車を利用しない
『皆が動けば、皆が動けなくなる』
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昨
年
12
月
に
河
野
太
郎
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防

災
）
を
座
長
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「『
防
災

４
．
０
』未
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
、

本
年
５
月
末
ま
で
に
計
６
回
の
会
合
を
行
い
、
６
月
21
日

に
有
識
者
委
員
に
よ
る
提
言
の
公
表
を
行
い
ま
し
た
。

※
「
防
災
４
．
０
」
…
わ
が
国
の
防
災
対
策
の
大
き
な
転
換

点
と
な
っ
た
伊
勢
湾
台
風
（
１
９
５
９
年
）、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）、
東
日
本
大
震
災
（
２
０
１

１
年
）
の
都
度
、講
じ
ら
れ
て
き
た
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
「
防

災
１
．
０
」、「
防
災
２
．
０
」、「
防
災
３
．
０
」
と
捉
え
、

今
ま
さ
に
気
候
変
動
が
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
災
害
の
激
甚

化
に
備
え
る
た
め
の
取
組
を
「
防
災
４
．
０
」
と
称
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
「
ぼ
う
さ
い
（
平
成
28
年
春
号
）」
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○
提
言
の
概
要

本
提
言
は
、
気
候
変
動
に
伴
う
災
害
の
激
甚
化
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
に
加
え
て
、

「
防
災
４
．
０
」
時
代
の
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
打
ち
出

し
、
国
民
一
人
一
人
が
災
害
リ
ス
ク
に
向
き
合
い
、
主
体

的
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
本
提
言
の
構
成
は
（
１
）「
防
災
４
．
０
」

の
位
置
付
け
、（
２
）
気
候
変
動
に
伴
う
災
害
の
激
甚
化
の

予
測
、（
３
）
取
組
の
方
向
性
、（
４
）
今
後
の
展
開
の
４

部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、（
３
）取
組
の
方
向
性
は
、

主
に
、
①
住
民
・
地
域
に
お
け
る
備
え
（
国
民
一
人
一
人

の
意
識
転
換
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
）
②
企
業
に

お
け
る
備
え
（
事
業
継
続
性
の
確
保
や
金
融
的
手
法
の
活

用
）、
③
進
展
す
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
（
準
天
頂
衛
星

等
の
最
新
技
術
の
活
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
の
活

用
、
民
間
の
創
意
工
夫
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
）

の
３
つ
の
視
点
を
軸
に
し
て
い
ま
す
。
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防災の動き
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「防災4.0」未来構想プロジェクト
有識者提言公表について

「防災４.０」未来構想プロジェクト 有識者提⾔【概要】

○「防災４.０」の位置付け
・これまでの防災政策の歩み(｢防災1.0｣〜｢防災3.0｣)
○我が国を取り巻く社会環境の変貌
・経済社会活動の国際化、超少⼦⾼齢社会等
○本提⾔の枠組み
・｢防災4.0｣の特徴、⾃助･共助を⽀援する環境整備等

Ⅰ.総論
○指標の動向
・世界的な地球温暖化、我が国の気候変動の予測等
○⾃然災害への影響
・降⽔強度増加、｢強い台⾵｣増加、豪⾬⾼頻度化等
○既存想定を超える災害の激甚化
・｢○年に１度｣という従来の尺度の崩壊等

Ⅱ.気候変動に伴い予想される災害の激甚化

○住⺠･地域における備え
・住⺠⾃ら⾏動するための意識改⾰
・地⽅公共団体職員の主体的な備え
・地域の防災対策策定プロセスへの
参画等コミュニティによる備え

・備蓄の推進、⽔害保険・共済の
加⼊促進

・⼤規模⽔害時の広域避難のあり⽅
検討 等

○企業における備え
・⾃然災害リスクの認識
・BCP/BCMの推進による事業継続
性の確保

・保険や代替的なリスクファイナン
ス等多様な⾦融的⼿法の活⽤検討

・公的主体と企業間の情報やネット
ワークの連携強化

等

○情報通信技術の活⽤
・準天頂衛星やドローン等最新
技術の活⽤

・ソーシャルメディア等を活⽤
した地域コミュニティの強化

・情報リテラシーの向上
・⺠間の創意⼯夫による新たな
サービスの創出

等

○基本的枠組み・視点
・復元⼒（レジリエンス）の確⽴、災害対応の検証、教訓に学び、備える持続的サイクルの必要性 等

Ⅳ.今後の展開
○「実践の場」の創出、防災推進国⺠会議・防災推進国⺠⼤会等における取組の展開 等

Ⅲ.取組の⽅向性
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○
提
言
を
受
け
た
今
後
の
展
開

前
述
の
①
～
③
に
つ
い
て
、
今
後
、
早
速
以
下
の
取

組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
住
民
・
地
域
に
お
け
る
備
え

住
民
が
、
災
害
へ
の
備
え
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て

捉
え
、
行
動
す
る
た
め
の
「
実
践
の
場
」
と
し
て
、
浜

松
市
に
お
い
て
、
住
民
参
画
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
浜
松
市
が
、
無
作
為
に

よ
り
住
民
を
抽
出
し
て
協
議

会
を
設
置
し
、
住
民
自
ら
防

災
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
企
業
に
お
け
る
備
え

企
業
に
お
け
る
経
済
面
で

の
備
え
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、「
激
甚
化
す
る
大
規
模

自
然
災
害
に
係
る
事
業
者
の

リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
検
討

会（
仮
称
）」を
開
催
し
ま
す
。

学
識
経
験
者
、
実
務
者
、
関

係
省
庁
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
、
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
現
状
と
課
題
の
整
理
を
行

う
と
と
も
に
、
事
業
者
の
大

規
模
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
や
リ
ス
ク
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③�
進
展
す
る
情
報
通
信
技

術
の
活
用

民
間
の
多
様
な
ア
イ
デ
ア

を
活
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
提

案
の
場
の
創
出
と
し
て
、「
防

災
減
災
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト（
仮
称
）」を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
、
民
間
企
業
が
所
有
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
を
活
用
し
て
減
災
の
た
め
の
情
報
提
供
等

の
新
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
、
社
会
全
体
で
災
害
リ
ス

ク
に
備
え
る
「
防
災
４
．
０
」
時
代
の
実
現
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
お
わ
り
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
最
中
、
４
月
に

熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
気

候
変
動
を
主
眼
に
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
へ
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
の
射
程
と

は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
の
、「
一
人
一
人
の
備
え
」
の

重
要
性
は
、
地
震
に
つ
い
て
も
共
通
し
て
い
る
も
の
で

す
。
た
と
え
ば
、「
最
低
３
日
間
、
で
き
れ
ば
１
週
間
」

分
の
飲
食
料
品
や
生
活
必
需
品
等
の
備
蓄
、
災
害
に
備

え
た
保
険
・
共
済
の
加
入
は
、
風
水
害
や
地
震
と
い
っ

た
自
然
災
害
に
対
し
て
有
効
で
あ
り
、
即
座
に
で
き
る

対
策
で
す
。
本
提
言
を
契
機
と
し
て
、
地
域
、
経
済
界
、

住
民
、
企
業
等
の
多
様
な
主
体
が
「
防
災
４
．
０
」
に

参
画
し
、
国
民
一
人
一
人
が
防
災
を
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
捉
え
る
よ
う
な
、「
真
に
災
害
に
強
い
国
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
防

災
担
当
の
Ｈ
Ｐ
に
特
集
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
参
照
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.bousai.go.jp/kaigirep/kenkyu/

m
iraikousou/index.htm

l

）
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「防災４.０」未来構想プロジェクト有識者提⾔を受けた今後の展開

「防災４.０」未来構想プロジェクト有識者提⾔において、「国⺠（住⺠･地域）視
点」及び「企業視点」に加え、横断的な「情報通信技術の活⽤」の３本の柱を提⽰

住⺠･地域 企業 情報通信技術

○「実践の場」としての住⺠
参画モデル事業の実施

○⾸都圏⼤規模⽔害における
広域避難のあり⽅検討

○⽔害保険・共済の普及促進

○BCP/BCMの着実な推進に
よる事業継続性の確保

○リスクファイナンスに
関する検討の実施

○経団連等の経済界と⾏政と
の連携強化

○「防災減災アイデア
コンテスト」（仮称）
の開催

※その他政府を挙げたIT戦略
の推進

＋
防災推進国⺠会議、防災推進国⺠⼤会等における取組の展開

社会全体で災害リスクに備える「防災４.０」時代の実現

今後の取組
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毎
年
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」、
８
月
30

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
「
防
災
週
間
」

に
は
、
全
国
各
地
で
避
難
訓
練
の
実
施

な
ど
防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
様
々
な
取
組
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
週
間
に
先
立
ち
、
８
月

27
日
、
28
日
に
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
「
第
１
回
防
災
推
進
国
民
大
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
（
主
催
：
第
１
回
防
災
推
進
国
民
大
会
実

行
委
員
会
（
内
閣
府
・
防
災
推
進
国
民
会
議
、
防

災
推
進
協
議
会
））。

こ
の
「
防
災
推
進
国
民
大
会
」
は
、「
共
助
」
を

担
う
各
界
各
層
の
様
々
な
団
体
等
が
一
堂
に
会
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
披
露
し
合
い
、
一
般

の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
総
合
防
災
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
大
小
様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
、
参
加
型
、
体
験
型
の
企
画

な
ど
を
通
じ
て
、
ご
家
族
連
れ
や
こ
れ
ま
で
防
災

に
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
か
っ
た
方
か
ら
、
防
災
の

第
一
線
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
方
ま
で
幅
広
い

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
安
田
講
堂
で
は
、27
日
（
土
）

10
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
他
、

そ
の
後
、
大
西
隆
日
本
学
術
会
議
会
長
に
よ
る
基

調
講
演
、
日
本
消
防
協
会
な
ど
防
災
推
進
国
民
会

議
構
成
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

安
田
講
堂
の
他
に
、

山
上
会
館
や
小
柴
ホ
ー

ル
、
理
学
部
棟
な
ど
の

会
場
で
は
、
各
出
展

団
体
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

パ
ネ
ル
や
映
像
の
展
示

が
行
わ
れ
、
熊
本
地
震

を
は
じ
め
と
す
る
近
年

の
自
然
災
害
の
状
況

や
、
災
害
時
の
取
組
み

事
例
、
防
災
に
関
連
し

た
様
々
な
内
容
が
披
露

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
激

震
動
や
長
周
期
地
震

動
を
体
感
で
き
る
「
地

震
ザ
ブ
ト
ン
」や
豪
雨
・

暴
風
の
疑
似
体
験
の
で
き
る
「
ヘ
ラ
セ
オ
ン
」、様
々

な
自
然
災
害
の
現
象
を
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
解

説
す
る
「
ド
ク
タ
ー
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
防
災
科

学
実
験
シ
ョ
ー
」
な
ど
、
お
子
さ
ま
も
楽
し
め
る

数
々
の
企
画
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
団
体
の

出
展
内
容
や
出
展
会
場
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

bosai-kokutai.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」

で
検
索
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
方
に
第
１
回
防
災

推
進
国
民
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
防
災
意
識

の
向
上
を
図
る
契
機
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

開催概要

日程 平成 28 年 8月 27 日（土）10:00 ～ 17:00
平成 28 年 8月 28 日（日）10:00 ～ 15:00（一部 16:30）

場所 東京大学　本郷キャンパス
（安田講堂、山上会館、小柴ホール、　理学部 1号館、4号館）

主催 第 1回防災推進国民大会実行委員会
（内閣府、防災推進協議会、防災推進国民会議）
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防災の動き
Disaster Management News

第1回防災推進国民大会の 
開催について
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Q日
本
の
国
土
は
急
峻
で
あ
り
、
国
土
に
占
め

る
可
住
地
面
積
の
割
合
が
３
割
程
度
と
小

さ
い
た
め
、
山
を
切
り
開
い
て
斜
面
の
直

下
や
谷
の
出
口
付
近
ま
で
住
宅
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
が
全
国
に
約

52
万
箇
所
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
住
む
家
が

土
砂
災
害
危
険
箇
所
も
し
く
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
警
戒
区
域
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
災
害
情
報
の
伝

達
方
法
や
警
戒
避
難
体
制
を
市

町
村
の
防
災
担
当
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
特
別
警
戒
区
域
で
あ

れ
ば
、
生
命
や
建
物
に
危
険
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
引
っ

越
し
を
含
め
た
対
策
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
移
転
す
る
場
合
、
住

宅
金
融
支
援
機
構
の
融
資
等
の

支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

雨
が
降
っ
た
ら
気
象
情
報
に

注
意
し
て
、
激
し
い
降
り
や
何

日
も
雨
が
降
り
続
い
た
と
き
は
、

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
気
象
庁
や

都
道
府
県
の
砂
防
課
の
Ｈ
Ｐ
、

市
町
村
の
災
害
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
等
で
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
を
確

認
し
ま
す
。「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
出

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
前
兆
と
言
わ
れ
る

山
鳴
り
、が
け
か
ら
湧
水
、石
の
転
が
る
音
、

強
い
草
や
土
の
臭
い
な
ど
の
異
常
を
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
今
夜
か
ら
万
一
に
備
え
て
２

階
の
山
の
斜
面
と
反
対
側
の
部
屋
で
寝
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
自
然
災
害
共
済
や
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
、
一
日
も
早
く
自
宅
を
再
建
す
る
方
法
や
、
貴
重

品
を
実
家
や
貸
金
庫
に
預
け
た
り
、
大
切
な
資
料
、

映
像
、
画
像
は
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
な
ど
財
産
の
疎
開
も
考
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

熊
本
地
震
の
阿
蘇
村
の
よ
う
に
、
大
き
な
地
震
で

土
砂
崩
れ
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
揺

れ
が
収
ま
っ
た
ら
万
一
を
想
定
し
て
速
や
か
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/river/sabo/link_

dosya_kiken.htm
l

土
砂
災
害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ
情
報

　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jp/dosham

esh/

21

家の裏に山があり、一昨年は広島市で、
今年は熊本地震の阿蘇村で起きたような

土砂災害が心配です。
自分の家が土砂災害危険箇所かどうか

調べるにはどうしたらいいですか？

防災 Q&A 土砂災害への備え

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災・

防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省

な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

の
国
土
は
急
峻
で
あ
り
、
国
土
に
占
め

A
の
国
土
は
急
峻
で
あ
り
、
国
土
に
占
め

A
の
国
土
は
急
峻
で
あ
り
、
国
土
に
占
め

イラスト：井塚 剛

ハザードマップや国土交通省砂防部の
ホームページや、市町村を所轄する 
土木事務所に問い合わせをするなどで 
土砂災害警戒区域であるか
どうかを確認できます。
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荒
川
区
立
南
千
住
第
二
中
学

校
に
「
レ
ス
キ
ュ
ー
部
」

が
創
設
さ
れ
た
の
は
２
０

１
２
年
５
月
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
、
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
。
地
震
後
の

避
難
や
、
避
難
所
で
の
生
活
に
中
学
生

や
高
校
生
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
率
先
し

て
地
域
に
貢
献
で
き
る
中
学
生
を
育
て

る
た
め
の
部
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
。

創
部
当
初
の
部
員
数
は
、
全
生
徒
の

約
25
％
（
65
名
）
だ
っ
た
が
、
現
在
は

約
68
％
（
２
４
３
名
）
に
ま
で
増
加
し

て
い
る
。
多
く
の
部
員
が
他
の
部
活
動

と
掛
け
持
ち
を
し
な
が
ら
参
加
し
て
い

る
。「

中
学
生
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
は
、
現
在
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
生

徒
が
大
人
と
な
り
、
親
と
な
る
10
年
、

20
年
後
の
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
も

確
実
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
南

千
住
第
二
中
学
校
副
校
長
の
松
田
公
好

さ
ん
は
言
う
。

レ
ス
キ
ュ
ー
部
は
生
徒
の
防
災
意
識

の
向
上
と
地
域
貢
献
を
柱
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
毎
年
夏
休
み
に
行
っ
て
い
る
防
災

訓
練
で
あ
る
。
日
本
赤
十
字
社
や
地
元

町
会
な
ど
と
連
携
し
、
学
校
が
避
難
所

と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
実
施
を
し
て

い
る
。
昨
年
８
月
の
訓
練
で
は
１
２
５

名
が
参
加
し
、
炊
き
出
し
、
高
齢
者
の

避
難
誘
導
、
避
難
所
の
設
営
な
ど
を

行
っ
た
。

レ
ス
キ
ュ
ー
部
は
「
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
」
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
高
齢
者
と
顔

見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ
と
で
、
災
害

時
に
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
が
実
行
で
き
る

よ
う
に
す
る
活
動
で
あ
る
。
部
員
２
〜

４
名
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
毎
月
、
学

校
だ
よ
り
や
学
校
行
事
の
案
内
を
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
る
高
齢
者
宅

（
現
在
は
30
世
帯
）
に
持
参
し
、
直
接

手
渡
す
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
る
。
時
に
は
１
時
間
近

く
、
世
間
話
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。ま

た
、
年
１
回
、
近
隣
の
保
育
園
と

連
携
し
た
避
難
訓
練
も
行
っ
て
い
る
。

部
員
が
保
育
園
に
出
向
き
、
園
児
の
手

を
引
い
て
中
学
校
の
体
育
館
ま
で
避
難

誘
導
を
す
る
。
体
育
館
で
は
部
員
が
園

児
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
を
設
け
る
こ
と

で
、
お
互
い
が
顔
見
知
り
に
な
る
機
会

を
作
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
部
の
活
動
は

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
今
年
３
月
に

は
、
第
20
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
の

日
本
防
火
・
防
災
協
会
長
賞
を
受
賞
し

た
。
ま
た
、
レ
ス
キ
ュ
ー
部
の
活
躍
が

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

中
学
生
が
地
域
を
守
る

「
災
害
時
に
貢
献
で
き
る
中
学
生
の
育
成
」
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
東
京
の
荒
川
区
立
南
千
住
第
二
中
学
校
の

「
レ
ス
キ
ュ
ー
部
」
は
、
地
域
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第27回

「絆ネットワーク活動」として、地域の高齢者を訪れるレスキュー部員 保育園児の手を引いて、避難誘導する訓練
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き
っ
か
け
と
な
り
、
荒
川
区
で
は
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
区
立
中
学
校
全

10
校
に
防
災
部
が
設
置
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

「
レ
ス
キ
ュ
ー
部
員
の
影
響
で
、
全

校
生
徒
の
防
災
意
識
も
高
ま
り
、
普

段
の
学
校
で
の
避
難
訓
練
の
質
も
向

上
し
て
い
ま
す
」
と
松
田
さ
ん
は
言

う
。「
ま
た
、
高
齢
者
や
保
育
園
児

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
生
徒
に
、
優

し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
が
育
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」

レ
ス
キ
ュ
ー
部
員
の
思
い

２
０
１
５
年
に
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー

部
の
中
に
「
ス
ー
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー

部
」
が
設
立
さ
れ
た
。
よ
り
高
度
な

防
災
の
専
門
知
識
や
技
能
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
現
在
、

17
名
が
参
加
を
し
て
い
る
。

「
防
災
の
知
識
や
技
能
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
た
い
と
思
っ
て
、
ス
ー
パ
ー

レ
ス
キ
ュ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
」
と

３
年
生
の
横
瀬
さ
く
ら
さ
ん
は
言

う
。「
高
い
知
識
や
技
能
を
持
て
ば
、

防
災
に
つ
い
て
、
家
族
に
自
分
の
意

見
を
も
っ
と
言
え
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
」

横
瀬
さ
ん
が
１
年
生
の
時
に
レ
ス

キ
ュ
ー
部
に
入
部
し
た
の
は
、
家
族

の
防
災
意
識
を
高
め
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
だ
っ
た
。
横
瀬
さ
ん
は
レ
ス

キ
ュ
ー
部
の
活
動
で
得
た
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
、
実
際
に
家
庭
で
実
行
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
の
転
倒

防
止
の
た
め
に
、
テ
レ
ビ
の
下
に

粘
着
マ
ッ
ト
を
敷
い
た
り
、
防
災

リ
ュ
ッ
ク
を
用
意
し
て
、
玄
関
近
く

に
置
く
と
い
っ
た
対
策
で
あ
る
。

「
レ
ス
キ
ュ
ー
部
の
活
動
は
楽
し

い
で
す
」
と
横
瀬
さ
ん
は
言
う
。「
絆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
で
訪
れ
た
お
宅

で
、
高
齢
者
の
方
に
『
が
ん
ば
っ
て

ね
』
と
言
わ
れ
た
時
は
、
と
れ
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
」

ス
ー
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
部
の
部
員

で
あ
る
２
年
生
の
市
川
諒
さ
ん
も
、

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に

も
な
る
と
考
え
、
レ
ス
キ
ュ
ー
部
に

入
部
し
た
。

「
小
学
校
２
年
生
の
時
に
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
レ
ス

キ
ュ
ー
部
に
入
っ
て
、
災
害
の
脅
威

を
さ
ら
に
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
心
配
で
す
」

学
校
周
辺
に
は
軽
自
動
車
が
通
る

の
も
難
し
い
細
い
道
や
、
古
い
建
物

も
多
い
。
市
川
さ
ん
は
、レ
ス
キ
ュ
ー

部
に
入
っ
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
周

り
の
状
況
に
よ
り
気
を
配
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
熊
本
地
震
も
あ
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
防
災
意
識
を
高
め
て

い
き
た
い
で
す
」
と
市
川
さ
ん
は
言

う
。「
将
来
は
、
災
害
が
発
生
し
た

時
に
、
率
先
し
て
み
ん
な
を
安
全
に

導
く
よ
う
な
大
人
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」

（
写
真
提
供　

荒
川
区
立
南
千
住
第
二
中
学
校
）
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ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、FAX にてお寄せください。
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編集後記
まず、熊本地震で亡くられた方々のご冥福

を心からお祈りし、すべての被災された方々
にお見舞い申し上げます。今回の地震では、
震度７の地震が同一地域で連続して発生し、
その後も震度 1 以上の地震が相当数観測され
るなど、これまで経験したことのない特異な
状況が続いています。今回の地震により防災
への意識の変わった方もいると思います。防
災週間には、全国各地でイベントが開催され
ます。ぜひ、地域で開催されるイベントにご
参加いただき、防災意識の向上を図る契機と
していただければと思います。
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昨年 8 月の防災訓練で行われた簡易トイレの組み立て 昨年 5 月、荒川区総合水防訓練でバケツリレーを行うレスキュー部員






